
1

顕著な大雨に関する気象情報を補足する図情報（気象庁HP）
• 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした地域を地図上で大まかに把握できるよ
う、気象庁ホームページの「雨雲の動き」、「今後の雨」の地図上に赤楕円で表示する。

• 楕円はあくまで線状降水帯の雨域を大まかに示したものであり、その外側の地域でも大雨による
災害発生の危険度が急激に高まっているおそれがあることに留意が必要。

参考資料

大雨災害発生の危険度
が急激に高まっている
線状降水帯の雨域
（現在時刻の解析）

大雨災害発生の危険度
が急激に高まっている
線状降水帯の雨域
（10～30分先の解析）

【気象庁ホームページにおける表示例】
「雨雲の動き」

※ 楕円が表示されなくなった場合でも、すぐに安全な状況になるというものではないため、引き続き、地元自治
体の避難情報や気象台が発表する防災気象情報等に留意が必要。

「今後の雨」（３時間降水量）

ある時刻（現在時刻）に解析された線状降水帯の雨域を実線の楕円で、現在時刻から10～30分先
に解析された線状降水帯の雨域を破線の楕円で表示。


